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ラックマウントサーバ管理
Cisco UCS Managerを使用して、Cisco UCSドメインに統合されているすべてのラックマウント
サーバを管理およびモニタすることができます。電力制限を除くすべての管理およびモニタリン

グ機能がラックマウントサーバでサポートされます。電源状態の変更など一部のラックマウント

サーバ管理タスクは、サーバとサービスプロファイルの両方から行うことができます。残りの管

理タスクは、サーバ上でだけ実行できます。

Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障害
を提供します。

サポートされるCiscoUCSラックマウントサーバとCiscoUCSManagerとの統合方法については、
ご使用の Cisco UCS Managerのリリースに応じた Cisco UCS Cシリーズサーバ統合ガイドまたは
Cisco UCS Sシリーズサーバ統合ガイドを参照してください。

ヒント

ラックエンクロージャサーバ管理
このガイドで特に明記されていない限り、リリース4.0(1a)以降のCiscoUCSManagerではCiscoUCS
C125 M5サーバの既存の機能すべてがサポートされます。

Cisco UCS C125 M5サーバは Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシに収容されていま
す。各 Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシは、2〜 4個の Cisco UCS C125 M5サー
バノードをサポートします。CiscoUCSC125M5サーバノードを管理するため、CiscoUCSManager
は以下をサポートします。

•ラック：

Cisco UCS ManagerGUIパス -[Equipment] > [Rack-Mounts] > [Enclosures]

示Cisco UCSManagerにより管理されているすべてのCisco UCS C4200シリーズラックサーバ
シャーシのリストを表示します。

• [Rack Enclosure]rack_enclosure_number:

Cisco UCS Manager GUIパス：Equipment > Rack-Mounts > Enclosures > Rack Enclosure
rack_enclosure_number

各[Rack Enclosure]は、1個の Cisco UCS C4200シリーズラックサーバシャーシであり、最
大 4つのCisco UCS C125 M5サーバノード、4つのファンユニット、2つの PSUを含むこと
ができます。サーバのスロット IDについては、Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表
示（20ページ）を参照してください。

Cisco UCS C125M5サーバは、[Rack Enclosure]rack_enclosure_numberから他のラックサーバと同
じ方法で管理できます。
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Cisco UCS C125 M5サーバでは Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトおよび
Fabric Interconnect 6300シリーズのみをサポートします。

（注）

ラックマウントサーバの削除および解放に関するガイド

ライン
Cisco UCS Managerを使ってラックマウントサーバを削除するか解放するかを決定する場合は、
次のガイドラインを考慮してください。

ラックマウントサーバの解放

解放は、ラックマウントサーバが物理的に存在し接続されているが、一時的に設定から削除する

必要がある場合に実行します。解放されたラックマウントサーバは最終的に再稼働することが予

測されるので、サーバの情報部分は、将来の使用に備え、CiscoUCSManagerによって保持されま
す。

ラックマウントサーバの削除

削除は、ラックマウントサーバをファブリックエクステンダから接続解除して、システムから物

理的に削除する（取り外す）場合に実行します。ラックマウントサーバが物理的に存在し、ファ

ブリックエクステンダに接続しているときは、Cisco UCS Managerから削除できません。ラック
マウントサーバの接続を解除した後、その設定を Cisco UCS Managerから削除できます。

削除時、管理インターフェイスは接続解除され、すべてのエントリがデータベースから削除され

ます。サーバは検出時に割り当てられたすべてのサーバプールから自動的に削除されます。

自動的に削除されるのは、検出時に自動的にサーバプールに追加されたサーバだけです。サーバ

プールに手動で追加したサーバは手動で削除する必要があります。

（注）

削除したラックマウントサーバを再び設定に追加する場合は、それを再接続して再度検出する必

要があります。CiscoUCSManagerに再導入したサーバは新規サーバとみなされ、詳細なディスカ
バリプロセスが実施されます。このため、Cisco UCS Managerによって以前とは異なる新しい ID
がサーバに割り当てられることがあります。

予期しないサーバ電力変更を回避するための推奨事項
サーバがサービスプロファイルに関連付けられていない場合は、サーバの物理的な [Power] また
は [Reset] ボタンなど、サーバの電源状態を変更するために使用可能な手段をすべて使用できま
す。
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サーバがサービスプロファイルに関連付けられているか、サービスプロファイルに割り当てられ

ている場合は、サーバの電源状態の変更は次の方法でのみ行う必要があります。

• Cisco UCS Manager GUIで、サーバに関連付けられたサーバまたはサービスプロファイルの
[General]タブに移動し、[Actions]領域で [Boot Server]または [Shutdown Server]を選択しま
す。

• CiscoUCSManager CLIで、サーバ、またはサーバに関連付けられたサービスプロファイルに
対して power upまたは power downコマンドを使用します。

電源がオフになっている関連サーバには、次のオプションのいずれも使用しないでください。

• GUIの [Reset]

• cycle cycle-immediateまたは CLIのreset hard-reset-immediate

•サーバの物理的な [Power] または [Reset] ボタン

重要

現在電源がオフになっているサーバに対して、リセットまたはサイクルを実施するか、サーバの

物理的な [Power]ボタンを使用すると、サーバの実際の電力状態がサービスプロファイルで必要
とされる電源状態の設定と同期しなくなる可能性があります。サーバと Cisco UCS Manager間の
通信が中断したり、サービスプロファイルの設定が変更されると、CiscoUCSManagerによって、
必要とされる電源の状態がサービスプロファイルからサーバに適用される場合があり、この結果

予期しない電力変化が発生する可能性があります。

電源の同期に関する問題は、次に示すように予期しないサーバの再起動につながる可能性があり

ます。

通信が中断された後のサーバの

電源状態

現在のサーバの電源状態サービスプロファイルで必要と

される電源状態

電源オンPowered Offアップ

電源オン

実行中のサーバは、

サービスプロファイ

ルに必要とされる電

源状態に関係なく

シャットダウンされ

ません。

（注）

電源オンダウン
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ラックマウントサーバのブート
[Actions]領域で [Boot Server]リンクがグレー表示されている場合は、まず、サーバをシャットダ
ウンする必要があります。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 ブートするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

Step 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

サーバがブートされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示さ
れます。

サービスプロファイルからのラックマウントサーバの

ブート

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

Step 2 [サーバ] > [サービスプロファイル]を展開します。

Step 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

Step 4 関連付けられたサーバをブートする必要があるサービスプロファイルを選択します。

Step 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 6 [Actions]領域の [Boot Server]をクリックします。

Step 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。
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Step 8 [Boot Server]ダイアログボックスで [OK]をクリックします。

サーバがブートした後は、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [ok]ステータスまたは [up]
ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのブート順序の決定

サーバに関連付けられているサービスプロファイルの [General]タブからもブート順序タブを表示
できます。

ヒント

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 ブート順序を決定するサーバをクリックします。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Boot Order Details]領域が展開されていない場合は、見出しの右側の [Expand]アイコンをクリッ
クします。

Step 6 サーバに割り当てられているブート順序を表示するには、[Configured Boot Order]タブをクリック
します。

Step 7 物理サーバ構成内のさまざまなデバイスから何がブートされるかを表示するには、[Actual Boot
Order]タブをクリックします。

[Actual Boot Order]では、[Internal EFI Shell]は常にブート順リストの最下部に表示されま
す。

（注）
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ラックマウントサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバをシャッ

トダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 シャットダウンするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

Step 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに電源オフ
状態が表示されます。

サービスプロファイルからのサーバのシャットダウン
この手順を使用して、インストールされているオペレーティングシステムとともにサーバをシャッ

トダウンした場合、Cisco UCS Managerにより、この OSのグレースフルシャットダウンシーケ
ンスがトリガーされます。

[Actions]領域の [Shutdown Server]リンクがグレー表示されている場合、そのサーバは動作してい
ません。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。

Step 2 [サーバ] > [サービスプロファイル]を展開します。
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Step 3 サービスプロファイルを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

Step 4 関連付けられたサーバをシャットダウンする必要があるサービスプロファイルを選択します。

Step 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 6 [Actions]領域で、[Shutdown Server]をクリックします。

Step 7 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

サーバが正常にシャットダウンされると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [down]ス
テータスまたは [power-off]ステータスが表示されます。

ラックマウントサーバのリセット
サーバをリセットすると、Cisco UCS Managerにより、リセットライン上にパルスが送信されま
す。オペレーティングシステムのグレースフルシャットダウンを選択することができます。オペ

レーティングシステムでグレースフルシャットダウンがサポートされていない場合、サーバ電源

の再投入が行われます。サーバをリセットする前に Cisco UCS Managerにすべての管理操作を完
了させるオプションの場合、それらの操作がサーバのリセット前に完了する保証はありません。

電源切断状態からサーバをブートする場合は、[リセット（Reset）]を使用しないでください。

この手順を使用して電源投入を続けると、サーバの望ましい電源状態が実際の電源状態と同期し

なくなり、サーバが後で予期せずシャットダウンすることがあります。選択したサーバを電源切

断状態から安全にリブートするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックし、[ブートサーバ（Boot
Server）]アクションを選択します。

（注）

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 リセットするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で [Reset]をクリックします。

Step 6 [Reset Server]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。
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a) [Power Cycle]オプションをクリックします。
b) （任意）このサーバの保留中の管理操作をCiscoUCSManagerによってすべて完了させる場合
は、チェックボックスをオンにします。

c) [OK]をクリックします。

リセットが完了するまでに数分かかる場合があります。サーバがリセットされると、[General]タ
ブの [Overall Status]フィールドに OKステータスが表示されます。

ラックマウントサーバの出荷時のデフォルト設定へのリ

セット
ラックマウントサーバを出荷時の設定にリセットできるようになりました。デフォルトでは、出

荷時へのリセット操作は、ストレージドライブおよび flexflashドライブなどのストレージに影響
しません。これはデータの損失を防止するためです。ただし、これらのデバイスを既知の状態に

リセットすることもできます。

ストレージデバイスをリセットすると、データが失われる可能性があります。重要

サーバを出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 出荷時のデフォルト設定にリセットするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

Step 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Reset to Factory Default]をクリックし、[OK]をクリックし
ます。

Step 7 表示される [Maintenance Server]ダイアログボックスから適切なオプションを選択します。

•すべてのストレージを削除するには、[Scrub Storage]チェックボックスを選択します。
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•すべてのストレージを削除してからすべてのディスクを初期状態に戻すには、[Create Initial
Volumes]チェックボックスを選択します。

[Scrub Storage]チェックボックスを選択した場合のみ、このチェックボックスを選択できま
す。JBODをサポートするサーバの場合、ディスクは JBOD状態になります。JBODをサポー
トしないサーバの場合、各ディスクはディスク内のすべての領域を占有する単一R0ボリュー
ムで初期化されます。

ストレージプロファイルを使用するには、[Create Initial Volumes]チェックボックス
を選択しないでください。ストレージプロファイルを使用しているときに初期ボ

リュームを作成すると、設定エラーが発生する可能性があります。

重要

•すべての flexflashストレージを削除するには、[Scrub FlexFlash]チェックボックスを選択しま
す。

Cisco UCS Managerサーバを出荷時のデフォルト設定にリセットします。

ラックマウントサーバの再確認
サーバ、およびそのサーバのエンドポイントすべてを再検出するには、次の手順を実行します。

たとえば、サーバがディスカバリ状態など、予期していなかった状態から抜け出せなくなってい

る場合に、この手順を使用します。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 再確認するサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

Step 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、次の手順を実行します。

a) [Re-acknowledge]をクリックします。
b) [OK]をクリックします。

Cisco UCSManagerサーバを切断し、その後、サーバとシステム内の 1つまたは複数のファブリッ
クインターコネクトとの接続を確立します。確認が終了するまでに数分かかる場合があります。

ラックマウントサーバハードウェア管理
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サーバが認識されると、[General]タブの [Overall Status]フィールドに [OK]ステータスが表示され
ます。

ラックマウントサーバからのインバンド設定の削除
この手順では、ラックサーバからインバンド管理 IPアドレスの設定を削除します。このアクショ
ンがグレー表示されている場合、インバンド設定は設定されていません。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[サーバ]をクリックします。
Step 2 [機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack Mounts）] > [サーバ（Servers）] > [サーバ番号

（Server Number）]の順に展開します。

Step 3 [Work]領域の [Inventory]タブをクリックします。

Step 4 [CIMC]サブタブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で、[Delete Inband Configuration]をクリックします。

Step 6 [Delete]の確認ダイアログボックスで [Yes]をクリックします。

サーバのインバンド設定が削除されます。

Cisco UCS Managerでインバンドサービスプロファイルがデフォルト VLANとプール名
で設定されている場合、ここでインバンド設定を削除してから約1分後に、サーバCIMC
が自動的にインバンドプロファイルからインバンド設定を取得します。

（注）

ラックマウントサーバの解放

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 稼働を停止するサーバを選択します。
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Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

Step 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Decommission]をクリックし、[OK]をクリックします。

サーバが Cisco UCS構成から削除されます。

ラックエンクロージャから最後のCisco UCS C125 M5サーバを使用停止にする場合、
CiscoUCSManagerは [navigation]ペインからすべてのRack Enclosure rack_enclosure_number
エントリを削除します。

（注）

ラックマウントサーバの再稼動

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [Equipment]で、[Rack-Mounts]ノードを選択します。

Step 3 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

Step 4 再稼動する各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes]をクリックします

Step 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

Step 6 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

ラックマウントサーバの番号付け直し

始める前に

サーバ間で IDを交換する場合は、まず両方のサーバを解放し、サーバ解放 FSMが完了するのを
待ってから、番号の再設定手順に進みます。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

ラックマウントサーバハードウェア管理
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Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 [Servers]ノードを展開し、以下が含まれていないことを確認します。

•番号を付け直すラックマウントサーバ

•使用する番号を持つラックマウントサーバ

これらのサーバのいずれかが [Servers]ノードに表示されている場合は、それらのサーバを解放し
ます。続行前に、解放FSMが完了し、サーバがノードにリストされなくなるまで待機する必要が
あります。これには数分かかる場合があります。

Step 4 番号を付け直すラックマウントサーバを選択します。

Step 5 [Equipment]タブで [Rack-Mounts]ノードをクリックします。

Step 6 [Work]ペインで [Decommissioned]タブをクリックします。

Step 7 番号を付け直す各ラックマウントサーバの行で、次の手順を実行します。

a) [ID]フィールド内でダブルクリックし、ラックマウントサーバに割り当てる新しい番号を入
力します。

b) [Recommission]カラムでチェックボックスをオンにします。
c) [Save Changes]をクリックします

Step 8 確認ダイアログボックスが表示されたら、[はい]をクリックします。

Step 9 （任意）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのサーバの [FSM]タブでモニタします。

存在しないラックマウントサーバの設定データベースか

らの削除
サーバを解放せずにサーバハードウェアを物理的に外した場合は、次の手順を実行します。サー

バが物理的に存在する場合はこの手順を実行できません。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）
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Step 3 設定データベースから削除するサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で、[Server Maintenance]をクリックします。

Step 6 [Maintenance]ダイアログボックスで、[Remove]をクリックし、[OK]をクリックします。

CiscoUCSManagerは、設定データベースからそのサーバに関するすべてのデータを削除します。
サーバスロットは、新しいサーバハードウェアの挿入に使用できます。

ラックマウントサーバのロケータ LEDの切り替え
Procedure

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

Note

Step 3 ロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で、次のいずれかをクリックします。

• [Turn on Locator LED]
• Turn off Locator LED

ラックマウントサーバのローカルディスクロケータLED
のオン/オフ切り替え

始める前に

•ディスクが配置されるサーバの電源が投入されていることを確認します。サーバがオフの場
合、ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えることはできません。

ラックマウントサーバハードウェア管理
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手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 ローカルディスクのロケータ LEDのオン/オフを切り替えるサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[Inventory] > [Storage] > [Disks]タブの順にクリックします。

ストレージコントローラインベントリが表示されます。

Step 5 ディスクをクリックします。

ディスクの詳細が表示されます。

Step 6 [Details]領域で、[Toggle Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]の状態が [On]の場合は、[Off]に切り替わります。[Locator LED]の状態が [Off]の場
合は、[On]に切り替わります。

Step 7 [Save Changes]をクリックします。

ラックマウントサーバの CMOSのリセット
サーバのトラブルシューティングにCMOSのリセットが必要になることがあります。CMOSのリ
セットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 CMOSをリセットするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。
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Step 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CMOS]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバの CIMCのリセット
ファームウェアで、サーバのトラブルシューティングに CIMCのリセットが必要になることがあ
ります。CIMCのリセットは、通常のサーバメンテナンスには含まれません。CIMCをリセットす
ると、CIMCはブレードサーバの管理コントローラを再起動します。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 CIMCをリセットするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

Step 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Reset CIMC (Server Controller)]をクリックし、[OK]をク
リックします。

ラックマウントサーバの TPMのクリア
TPMがサポートされている Cisco UCSM4以降のブレードサーバおよびラックマウントサーバで
のみ、TPMをクリアできます。

TPMのクリアは危険性のある操作です。OSが起動を停止することがあります。また、データを
損失する可能性もあります。

Caution

Before you begin

TPMが有効である必要があります。

ラックマウントサーバハードウェア管理
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Procedure

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

Note

Step 3 TPMをクリアするサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Recover Server]をクリックします。

Step 6 [Recover Server]ダイアログボックスで、[Clear TPM]をクリックし、[OK]をクリックします。

ラックマウントサーバからの NMIの発行
システムの無応答状態が続き、Cisco UCSManagerによって IMCから BIOSまたはオペレーティン
グシステムにNMI（マスク不能割り込み）を発行する必要がある場合には、次の手順を実行しま
す。このアクションにより、サーバにインストールされているオペレーティングシステム応じ

て、コアダンプまたはスタックトレースが作成されます。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 NMIを発行するサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域の [Server Maintenance]をクリックします。

Step 6 [Maintenance]ダイアログボックスで [Diagnostic Interrupt]をクリックし、[OK]をクリックします。

Cisco UCS Manager BIOSまたはオペレーティングシステムに NMIを送信します。
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ラックマウントサーバのヘルスイベントの表示

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 ヘルスイベントを表示するサーバを選択します。

Step 4 [Work]ペインで、[Health]タブをクリックします。

このサーバでトリガーされたヘルスイベントが表示されます。このタブのフィールドは次のとお

りです。

説明名前

[Health Summary]領域

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のヘルスイベントのカンマ区切りの名前。

[Health Qualifier]フィールド

コンポーネントに対してトリガーされるすべて

のステータスイベントの最高重大度。次のいず

れかになります。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に記

載されています。

（注）

[Health Severity]フィールド

[Health Details]領域
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説明名前

ヘルスイベントの重大度。次のいずれかになり

ます。

• critical

• major

• minor

• warning

• info

• cleared

重大度レベルが最高のものから順に記

載されています。

（注）

[Severity]カラム

ヘルスイベントの名前。[Name]カラム

ヘルスイベントの詳細。[Description]カラム

ヘルスイベントの現在の値。[Value]カラム

[Details]領域には、[HealthDetails]領域で選択す
るヘルスイベントの [Name]、[Description]、
[Severity]および [Value]の詳細が表示されます。

[Details]領域

ラックマウントサーバの POST結果の表示
サーバとそのアダプタに対する Power On Self-Testプロセスで収集された任意のエラーを表示でき
ます。

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [機器] > [ラックマウント] > [サーバ]を展開します。

Cisco UCS C125 M5サーバでは、[機器（Equipment）] > [ラックマウント（Rack
Mounts）] > [エンクロージャ（Enclosures）] > [ラックエンクロージャ
rack_enclosure_number（Rack Enclosure rack_enclosure_number）] > [サーバ（Servers）]
の順に展開します。

（注）

Step 3 POSTの結果を表示するサーバを選択します。
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Step 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

Step 5 [Actions]領域で [View POST Results]をクリックします。

[POSTResults]ダイアログボックスに、サーバとそのアダプタに対する POSTの結果が一覧表示さ
れます。

Step 6 （任意）アダプタのプロパティを表示するには、[Affected Object]カラムをクリックします。

Step 7 [OK]をクリックして [POST Results]ダイアログボックスを閉じます。

Power Transition Logの表示
Power Transition Logを確認できます。このログには、最後の 5つのサーバの電力遷移が表示され
ます。表示される情報には、[Power Change Source]や [Timestamp]などがあります。

一意の電力遷移イベントだけが表示されます。UCSMにより開始された電力遷移の場合、電力遷
移を引き起こした FSMが表示されます。

手順

Step 1 [Equipment] > [Rack-Mounts] > [Servers]を選択します。

Step 2 Power Transition Logを表示するサーバを選択します。

[General]タブに [Power Transition Log]が表示されます。

Cisco UCS C125 M5サーバスロット IDの表示

手順

Step 1 [ナビゲーション]ペインで、[機器]をクリックします。

Step 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Enclosures] > [Rack Enclosure][rack_enclosure_number]の順に展
開します。

Step 3 [Work]ペインで、[Slots]タブをクリックします。
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